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平安京右京六条二坊三・六・十一町の調査

（財）京都市埋蔵文化財研究所　　小檜山　一良

１　はじめに

　本調査は、平成 18年度から継続して実施した国道９号線・五条通の拡幅事業に伴う発掘調査で

ある。調査地は、京都市下京区西七条東御前田町・御前田町・赤社町、右京区西院南高田町に位置し、

平安京右京六条二坊三・六・十一町にあたる。今まで第４次にわたる調査を実施し、全体で、およ

そ 5,500 ㎡を調査した。

　これまでこの周辺では、五条七本松の大阪ガス跡地での貴族邸宅跡など平安時代前期を中心とし

た遺構や遺物を多く発見している。今回も、平安時代前期の遺構を良好に検出した。しかし、平安

時代中期以降の遺構は極めて少なく、以後は中世・近世を通じて耕作地としての利用が続いたこと

がわかった。

　また、調査期間中に報道発表を行うとともに、２回の現地説明会を開催し、調査成果を広く公開

した。また、中学生チャレンジ体験を受け入れ、普及啓発事業にも取り組んでいます。　

　今回は、主に平安時代前期の宅地内の遺構と、西堀川小路の構造について紹介する。

　
２　検出した遺構

　東から、３次調査２区、１次調査、４次調査、３次調査１区、２次調査２区、２次調査１区の６

箇所を調査した。遺構は大まかに、中近世・平安時代前期・平安京造営以前の３期に分けられる。

３次調査２区

　右京六条二坊三町の北東部に当たる。室町時代から江戸時代の遺構は、平安時代末から鎌倉時代

初頭の整地層上面で検出した。平安時代以前の遺構は、地山上面で検出した。検出した遺構は、室

町時代から江戸時代の耕作溝、平安時代前期の掘立柱建物・溝・土坑・落込みなどである。それ以

外には、古墳時代後期の自然流路がある。

　第１面の遺構（図５）　室町時代から江戸時代の遺構には、多くの耕作溝があり、大半は東西方

向に延びる。耕作溝には近代以降のものもあるが、遺物の検討により江戸時代以前に限定できるも

のを遺構とした。平安時代末から鎌倉時代初頭の遺構は、南部一帯で整地層を検出した。この時期

に大規模な整地が行われたとみられる。

　第２面の遺構（図６）　平安時代前期の遺構には、掘立柱建物７棟・溝３条・埋納土坑６基・土坑・

落込みなどがある。宅地内の建物配置が３期にわたることがわかった。柱抜き取り穴に、土師器皿・
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杯・甕・竈、黒色土器・杯・甕、須恵器壷・甕などの土器類や瓦が埋納され、貞観永寶も納められ

ていた。柱穴にはヒノキ材の柱根が遺存するものもある。

　第３面の遺構（図７）　古墳時代後期の遺構には、南部に東西方向の流路がある。平安時代初期

まで、流れは続いていた。

１次調査

　右京六条二坊三町の北西部に当たる。検出した主な遺構には室町時代から江戸時代の耕作関連遺

構、平安時代前期の柵・溝・２時期の池などがある。それ以外には、古墳時代と推定される溝・土

坑などがある。

　第 1a面の遺構（図 12）　この面で検出した遺構は、室町時代から江戸時代の溝、柵などである。

小礫を溝内に充填する暗渠や溝の内側に杭を打ち込んで護岸する水路がある。緩やかな傾斜のあっ

た旧地表面をひな壇状に削平し、耕作地を造成したとみられる。東部の下層で、溝を検出している。

　第 2a面の遺構（図 14）　平安時代前期の遺構群である。中部北側には、黄褐色系粘質土層の広

がりがあり、この部分に大型の土取り跡が多数存在する。東部で南北方向の溝を２条検出した。溝

の西側では、多数の柱穴を検出した。南部では池 239 を検出した。北岸に近い位置で、石を積ん

で造成した中島を検出した。

　第 2b面の遺構（図 15）　池 239 を掘り下げて、池 252 を検出した。池の北岸は石組で護岸し

ている。池内東側の泉を水源とする。

　第 2c面の遺構（図 15）　平安時代前期の整地層 253 を取り外した面である。東部を北から南に

流れる流路 254 がある。古墳時代後期の流路跡であり、この時期に埋められた。

４次調査

　右京六条二坊六町の北東隅に当たる。検出した主な遺構には、江戸時代の耕作関連の溝、平安時

代前期の掘立柱建物・柵・溝などがある。それ以外には、古墳時代と推定される土坑、縄文時代晩

期の落込み遺構がある。

　第１面の遺構（図 19）　室町時代から江戸時代の耕作に関連する遺構がある。南北約 25mにお

よぶ溝１を始めに、南北方向の溝が多い。

　第２面の遺構（図 20）　平安時代前期の遺構群である。掘立柱建物２棟、南北方向の柵５条、東

西方向の溝２条、南北方向の溝１条などがある。宅地内は２時期の変遷があるとみられる。

　第３面の遺構（図 21）　弥生時代から古墳時代の遺構群である。南部と北部に不定形の土坑群が

多数展開する。

　第４面の遺構（図 22）　縄文時代晩期の遺構である。南西部に落込み 117 がある。

３次調査１区

　右京六条二坊六町の北東部に当たる。検出した主な遺構には、江戸時代の耕作関連の溝、平安時
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代前期の掘立柱建物・溝・土坑などがある。それ以外には、古墳時代と推定される溝・土坑などで

ある。

　第１面の遺構（図 27）　江戸時代の遺構には、耕作溝がある。南北方向の溝が多い。各溝からは

平安時代から江戸時代の遺物の小片が出土した。

　第２面の遺構（図 28）　平安時代前期の遺構には、掘立柱建物・東西方向および南北方向の溝・

通路・土坑などがある。宅地内は２時期の変遷があるとみられる。

　第３面の遺構（図 29）　古墳時代の遺構は、北部で溝 37 や土坑 94 〜 134 を検出した。弥生時

代の遺構は、土坑 92を検出した。弥生土器の壷底部が出土した。

２次調査２区

　右京六条二坊六町の北西部に当たる。検出した遺構は、江戸時代後半の耕作溝、平安時代前期の

建物・柱列・溝・井戸・土坑など、弥生時代〜古墳時代にかけての溝・土坑などである。調査では

江戸時代後半の遺構を第１面とし、平安時代前期、及びそれ以前の遺構を第２面とした。

　第１面の遺構（図 34）　江戸時代後期の遺構には、耕作に伴う溝がある。

　第２面の遺構（図 35）　平安時代前期の宅地内施設に関連するものには、掘立柱建物７棟、柵１

条、井戸２基、東西方向溝２条、南北方向の溝１条などがある。宅地内は２時期の変遷があるとみ

られる。弥生時代〜古墳時代にかけての遺構には溝・土坑などがある。

２次調査１区

　右京六条二坊六町の北西隅から西堀川小路、十一町の北東端に当たる。室町時代以降の溝・杭跡・

土坑など、平安時代前期の街路に関連する遺構と宅地内施設に関連する遺構、古墳時代の落込みな

どである。

　第１面の遺構（図 36）　室町時代以降の遺構は、溝・杭跡・土坑などがある。

　第２面の遺構（図 37）　平安時代前期の街路に関連する遺構では、西堀川小路の東築地・東側溝・

東道路・西堀川など、宅地内施設に関連する遺構では、六町内の築地内溝・築地・建物跡・土坑な

どである。それ以外には、古墳時代の落込みがある。

３　出土した遺物

　縄文時代　中期から晩期の土器がある。晩期のものが多く深鉢形のものが多い。石器も少量出土

している。石鏃・鍬形石製品がある。

　弥生時代　壷がある。底部の破片で少量である。石器片も少量出土している。

　古墳時代　土師器と須恵器がある。土師器は前期の器台や甕がある。須恵器には後期の杯がある。

ともに少量である。
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　平安時代　土師器・須恵器・灰釉陶器・緑釉陶器・黒色土器・輸入陶磁器、瓦類、石製品、木製

品など多彩な遺物がある。緑釉陶器には京都・美濃・東海・長門などの産地からの製品がある。輸

入陶磁器には、白磁・青磁・黄釉褐彩の碗や水注などがある。須恵器の風字硯や円面硯がある。土

製品には土馬がある。木製品には、櫛、曲物、小舟、杭などがある。石製品には乳白色系の石帯丸

鞆がある。銭貨には皇朝十二銭の内、隆平永宝（796 年初鋳）・貞観永宝（870 年初鋳）・延喜通寶（907

年初鋳）がある。

　鎌倉・室町時代　土師器、瓦器、焼締陶器、施釉陶器、輸入銭貨などが少量ある。　

　江戸時代　土師器、焼締陶器、施釉陶器、磁器などが少量ある。

　明治時代以降　陶磁器類が少量ある。

４　まとめ

　３次２区にみられるように古墳時代以来の自然地形を平坦に整地して、宅地化したのは９世紀の

半ばであった。平安京造営から約半世紀は土地利用されていなかったとみられる。９世紀の半ばに

建てられた建物は、後半には建て替えが多くみられる。さらに末期には小径により新たな区分がな

される。しかし、10 世紀の初頭に入ると宅地としての利用はされなくなることがわかった。室町

時代から江戸時代には耕作地として利用されており、その状況は近代まで続いていた。

５　西堀川小路に関して

　平安京には、東西に二つの堀川小路が造営されたが、今回は西の堀川小路を発掘調査した。小路

は幅四丈とされているが、この堀川小路は中央部に堀川が流れているために、大路と同規模の八丈

の幅となっていたことがわかっている。これまでの西堀川の調査例と合わせてここに調査成果を紹

介する。

　今回は、右京六条二坊内で平安時代前期の西堀川小路の東築地・東側溝・東道路・西堀川を検出

した。

東築地　南北方向の塀 250。検出した位置から西堀川小路の東築地とみられる。

東側溝　南北方向の溝 223。幅約 1.5m、深さは 0.2m。底部のみが残っている。西堀川小路の東

側溝とみられる。ほぼ推定位置で検出している。

東道路　東側溝 223 西側の平坦部分である。東西幅は約６mある。西側約３mは緩やかに西側に

傾斜している。路面敷は残っていない。西堀川小路の東道路とみられる。

西堀川　南北方向の川170。幅約14〜16m、深さは約1.1m。南北に約25mを検出した。東肩部は、

ほぼ推定位置で検出した。東岸の川底では、護岸のために打ち込んだ杭および杭抜き取り穴を数

列検出した。西肩部は、大きく西側に拡がり、小路西築地の推定位置付近で検出した。川の西肩
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は流れにより大きくえぐり取られており、川底には砂礫が厚く堆積している。下層は褐色系の砂

礫で 10 世紀初頭の遺物を包含する。上層には 12 世紀代の遺物を含む黒色系の泥土が厚く堆積

している。南側の川底部で延喜通寶が 10枚まとまって出土した。

・平安時代前期の西堀川小路の東側溝・東道路部・西堀川などの遺構を検出した。

・五条や七条での調査では検出できなかった西堀川の西肩を検出できた。六条の北部では西堀川は

西肩が大きく西側に拡がり、西道路部は流失していることが判明した。川の激しい流れにより西

肩が損壊していったとみられる。一方、西肩付近で杭や杭穴を確認できたことから、護岸施設を

補修しながら川の流れを制御していた状況も窺える。

・西堀川東肩の護岸のための杭は、三条や五条の例と同様の傾きで打ち込まれている。杭の形状は

２種類あり、文献との対応が捉えられそうである。

・西堀川は、10世紀初頭に流れが止まり、12世紀代にはほぼ埋没していたことが判明した。周辺

の調査でも道路や宅地が 10世紀初頭に廃絶している例が多くみられている。
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調査地

図１．平安京条坊図と調査地

図２．調査位置図（1：2,500）



7

六条坊門小路

西
掘
川
小
路

北一門

北二門

北三門

北四門

北五門

北六門

東四行 東三行 東二行 東一行

右京六条二坊六町 右京六条二坊三町

50ｍ０

２次２区← →３次１区 →4次２次１区

西
大
宮
大
路

西
靱
負
小
路

六条坊門小路

北一門

北二門

北三門

北四門

北五門

北六門

東四行 東三行 東二行 東一行

→３次２区１次←

図３．周辺既往調査位置図

図４．四行八門における調査区

右京六条二坊六町 右京六条二坊三町
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図５．３次調査２区第１面平面図

図６．３次調査２区第２面平面図

図７．３次調査２区第３面平面図
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図８．３次調査２区埋納遺構実測図

図９．３次調査２区
土坑 67実測図 図 10．３次調査２区

土坑 125 実測図

図 11．３次調査２区第２面遺構変遷図

１期

２期

柱穴 68（建物１） 柱穴 74（建物３）

柱穴 128（建物３）

柱穴 97（建物３） 土坑 102

柱穴 124（建物３）

３期
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池252

図 12．１次調査第１a面平面図 図 13．１次調査第１ｂ面平面図

図 14．１次調査第２a面平面図 図 15．１次調査第２ｂ・c面平面図

図 16．１次調査土壙 174 実測図

図 17．１次調査池 239・256 実測図 図 18．１次調査遺構変遷図

池239

池 252

調査区南壁断面図
（池 239・252 周辺）

１期

２期



11

図 19．４次調査
第１面平面図

図 20．４次調査
第２面平面図

図 21．４次調査
第３面平面図

図 22．４次調査
第４面平面図

図 23．４次調査第２面遺構変遷図

１期 ２期
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中期
後期

図 24．平安京内における縄文時代以前の遺物検出地点

図 25．４次調査不定形土壙群実測図

北部土坑群 南部土坑群



13

図 26．４次調査落込み 117 実測図
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図 27．３次調査１区第１面平面図

図 28．３次調査１区第２面平面図

図 29．３次調査１区第３面平面図
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※調査地点の番号は表１の番号に対応する
図 30．平安京内の小径検出地点
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表１．平安京内の小径検出地点一覧表

図 31．２次調査２区井戸４・７実測図

図 32．２次調査２区柱列２実測図

図 33．２次調査２区第２面遺構変遷図

１期 ２期

井戸４ 井戸７

柱穴 25 柱穴 25 柱穴 33
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図 34．２次調査２区第１面平面図

図 35．２次調査２区第２面平面図
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図 36．２次調査１区第１面平面図

図 37．２次調査１区第２面平面図

図 38．２次調査１区第２面遺構変遷図
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図 39．２次調査１区河 170 東肩杭列実測図

図 40．２次調査１区川 170 東肩杭列断面（西から） 図 41．２次調査１区川 170 東肩杭列（北から）

図 42．２次調査１区出土銭貨拓影

図 43．２次調査１区出土木製品実測図
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※調査地点の番号は表２の番号に対応する
図 44．西堀川小路検出地点
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図 45．西堀川小路主要検出例模式図（1：300）
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表２．西堀川小路検出地点一覧表


